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◎開会の宣告 

○議長（松田謙吾君） これより令和４年定例会３月会議の議案説明会を開催いたします。 

 定例会３月会議に町長から追加提案のあった議案は各会計の補正予算３件、条例の一部改正 

1 件あわせて４件であります。順次議案の説明をいただきます。 

（午後３時１６分） 

                                         

○議長（松田謙吾君） 日程第１、議案第 29 号 令和３年度白老町一般会計予算（14 号）の

議案について説明をお願いします。 

 大塩企画財政課長。 

○企画財政課長（大塩英男君） 本日お配りした議案書をお開きください。 

 議案第 29 号 令和３年度白老町一般会計補正予算（第 14 号）についてご説明させていただ

きます。議 29－１になります。今回の補正は歳入歳出５億 9,073 万 8,000 円を追加し、総額を

127 憶 9,693 万 2,000 円とするものです。そのほかに繰越明許費補正と地方債補正を計上させ

ていただきます。補正予算の概要でございますが、通例の補正予算のほかに新型コロナウイル

ス感染対策の事業について執行残の整理に伴う減額事業が 13 件、財源振替が４件、計 17 件を

計上しているところでございます。 

 それでは事業の説明に入らせていただきます。２ページの「第１表 歳入歳出予算補正」 

１歳入、３ページの２歳出については記載のとおりですので説明は省略させていただきます。 

 ４ページになります。「第２表 繰越明許費補正」でございます。まず１の追加でございます。

２款総務費、１項総務管理費の番号制度運用事業金額が 244 万 2,000 円、こちらは国の補助事

業により実施するものでございますが、令和３年度に予算措置をして事業を令和４年度中に完

了するよう国から通知があったことから、翌年度に事業を繰越し執行するするものでございま

す。 

３款民生費、１項社会福祉費の新型コロナウイルス感染症対策非課税世帯臨時給付事業金額

が 6,600 万円となります。本事業は本年２月より受付を開始しているところですが、非課税世

帯の確認書の提出期限が本年５月６日、家計急変世帯の申請期限が本年９月 30 日としているこ

とから、翌年度４年度に繰越をして事業を執行するものであります。続きまして、２項児童福

祉費の子育て世帯臨時特別給付金事業 220 万円は国の制度に基づきまして離婚家庭向けの給付

事業を翌年度に繰越し事業を実施するでございます。 

10 款教育費、１項教育総務費の学校教育活動継続支援事業 540 万円は新型コロナウイルス感

染症対策事業でございますが年度内での事業完了が困難なことから全額を次年度に繰越し事業

執行するものであります。次に２項小学校費の小学校施設整備事業金額が４億 1,720 万 9,000

円はこちらにつきましては歳出のところでご説明申し上げます。 

２変更でございます。３款民生費、２項児童福祉費の保育士等処遇改善事業、変更前が 512
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万円から変更後 583 万 5,000 円とするものでございます。こちらにつきましても歳出のところ

でご説明申し上げさせていただきます。 

５ページ、「第３表 地方債補正」です。こちらは記載のとおりでございますが、詳細につい

ては、歳出のところでご説明申し上げさせていただきます。 

 続きまして、歳入歳出事項別明細書、２歳出からご説明させていただきます。14 ページ、15

ページをお開きください。２款総務費、１項 1 目一般管理費、（１）庁舎感染予防対策事業（交

付金事業）62 万円の減額補正であります。本事業は一般会計補正予算第１号にて議決をいただ

いた事業でございますが、執行残の整理による減額でございます。財源は地方創生臨時交付金

の減でございます。 

 ９目企画調整費、（１）地域公共交通感染症対策事業（交付金事業）55 万 2,000 円の減額補

正であります。本事業は一般会計補正予算第１号にて議決をいただいた事業でございますが、

執行残の整理による減額でございます。財源は地方創生臨時交付金の減となります。 

 ３款民生費、1 項 1 目社会福祉総務費、（１）地域女性活躍推進事業（交付金事業）補正額は

ゼロ財源振替でございます。本事業は一般会計補正予算第５号にて議決をいただいた事業でご

ざいますが、財政調整基金から繰入れをしておりました一般財源 87 万 1,000 円を地方創生臨時

交付金に振替るものであります。２目老人福祉費、（１）特別養護老人ホーム事業特別会計繰出

金 15 万 4,000 円の減額補正であります。特別養護老人ホーム寿幸園の民営化に伴う介護サービ

ス施設事業債残高の繰上償還に係わる利子相当額の補償金が確定したことによる減額でござい

ます。財源は一般財源の減となります。（２）高齢者・障がい者生活支援給付金事業（交付金事

業）148 万 1,000 円の減額補正でございます。本事業は一般会計補正予算第 10 号にて議決をい

ただいた事業でありますが、執行残の整理による減額でございます。財源は財政調整基金から

繰入れをしておりました一般財源 1,057万 5,000円を減額し、地方創生臨時交付金 909万 4,000

円を増額して振替えるものでございます。次のページ、２項１目児童福祉総務費、（１）助産師

オンライン相談事業（交付金事業）５万円の減額補正であります。本事業は一般会計補正予算

第１号にて議決をいただいた事業でございますが、執行残の整理による減額でございます。財

源は地方再生臨時交付金の減であります。４目児童福祉施設費、（１）地域子ども子育て支援感

染予防対策事業（交付金事業）は財源振替でございます。本事業は一般会計補正予算第４号に

て議決をいただいた事業でございますが、財政調整基金から繰入れをしておりました一般財源

51 万 9,000 円を地方創生臨時交付金に振替えるものでございます。（２）保育所等感染予防対

策事業（交付金事業）54 万 2,000 円の減額補正であります。本事業は一般会計補正予算第４号

にて議決をいただいた事業でございますが、執行残の整理による減額でございます。財源は財

政調整基金から繰入れをしておりました一般財源 94 万 6,000 円を減額いたしまして、地方創生

臨時交付金67万5,000円を増額して振替えるとともに国庫支出金保育対策総合支援事業補助金

27 万 1,000 を減額するもでございます。（３）保育士等処遇改善事業 90 万 5,000 円の増額補正

です。国の「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」による公立保育園、はまなす保育園
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の保育士等、児童クラブ支援員等の処遇改善のため、収入を３％程度引き上げる措置を実施す

るために必要な経費を計上するものであります。なお、増額のうち 71 万 5,000 円につきまして

は、令和４年度（４月から９月まで）の処遇改善措置分であります。財源は全額、国の保育士

等処遇改善臨時特例交付金を充当いたします。 

次のページ、４款環境衛生費、４項１目病院事業費、（１）国民健康保険病院事業会計繰出金

等 9,400 万円の増額補正であります。本年度の医業収益の減少等により、不良債務解消のため、

町立病院事業会計へ追加繰り出しするものであります。財源は一般財源であります。 

６款農林水産業費、１項３目農業振興費、（１）一次産業事業者経営支援事業（交付金事業）

231 万 7,000 円の減額補正です。本事業は一般会計補正予算第８号にて議決をいただいた事業

でありますが、執行残の整理による減額であります。財源は地方創生臨時交付金の減でありま

す。（２）産地生産基盤パワーアップ事業 1135 万 8,000 円の減額補正です。本事業は、国の産

地パワーアップ事業を活用し、農業用機械を導入するために必要な経費を補助するものであり

ましたが、事業者の補助申請取り下げにより、全額減額するものであります。財源は道支出金

の産地生産基盤パワーアップ事業費補助金の減です。 

次のページ、２項１目林業振興費、（１）一次産業事業者経営支援事業（交付金事業）61 万

8,000 円の減額補正です。本事業は一般会計補正予算第８号にて議決をいただいた事業であり

ますが、執行残の整理による減額であります。財源は地方創生臨時交付金の減であります。３

項１目水産振興費、（１）一次産業事業者経営支援事業（交付金事業）58 万 1,000 円の減額補

正です。本事業は、一般会計補正予算第８号にて議決をいただいた事業でありますが、執行残

の整理による減額であります。財源は地方創生臨時交付金の減であります。 

７款商工費、１項１目商工振興費、（１）プレミアム付商品券発行事業（交付金事業）50 万

円の減額補正です。本事業は一般会計補正予算第１号にて議決をいただいた事業でありますが、

執行残の整理による減額であります。財源は、道支出金が 14 万 7,000 円の減、地方創生臨時交

付金は 35 万 3,000 円の減額であります。（２）小規模企業者持続化補助金支援事業（交付金事

業）33 万 9,000 円の減額補正です。本事業は一般会計補正予算第１号にて議決をいただいた事

業でありますが、執行残の整理による減額であります。財源は地方創生臨時交付金の減です。

（３）中小企業等経営持続化緊急支援事業（交付金事業）10 万 3,000 円の減額補正です。本事

業は、一般会計補正予算第８号にて議決をいただいた事業でありますが、執行残の整理による

減額であります。財源は予備費から充用していた一般財源 40 万円を減額し、地方創生臨時交付

金 29 万 7000 円を増額して振替えるものであります。次のページ、２項１目観光対策費、（１）

観光事業者販売促進支援事業（交付金事業）62 万円の減額補正です。本事業は、一般会計補正

予算第８号にて議決をいただいた事業でありますが、執行残の整理による減額であります。財

源は財政調整基金から繰り入れしていた一般財源 1,510 万 4,000 円を減額し、地方創生臨時交

付金 1,448 万 4,000 円を増額して振替えるものであります。 

８款土木費、２項１目道路維持費、(1)道路施設維持補修経費 1,500 万円の増額補正です。町
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道除雪委託料は、町内全域１回程度の除雪出動経費を増額するものであります。財源は一般財

源であります。 

10 款教育費、１項５目諸費、（１）ＧＩＧＡスクールサポーター配置事業（交付金事業）財

源振替です。 本事業は一般会計補正予算第１号及び第 10 号にて議決をいただいた事業であり

ますが、財政調整基金から繰り入れしていた一般財源 163 万 9,000 円を地方創生臨時交付金に

振替えるものであります。（２）少人数指導支援員配置事業（交付金事業）11 万 8,000 円の減

額補正です。本事業は一般会計補正予算第４号にて議決をいただいた事業でありますが、執行

残の整理による減額であります。財源は地方創生臨時交付金 11 万 8,000 円の減です。次のペー

ジです。（３）学校教育活動継続支援事業（交付金事業）財源振替です。本事業は一般会計補正

予算第 10 号にて議決をいただいた事業でありますが、財政調整基金から繰り入れしていた一般

財源 30 万円を地方創生臨時交付金に振り替えるものであります。２項１目学校管理費、（１）

小学校施設整備事業４億 1720 万 9,000 円の増額補正です。国の１次補正により、萩野小学校の

老朽化対策及び教室などの大規模改造事業が採択されたことから、耐震化率 100％を達成する

ため、３年度に引き続き事業を実施するものであります。なお、工事は令和４年度に実施する

ことから予算を全額繰り越しするものであります。財源は国庫支出金の学校施設環境改善交付

金 6,733 万 2,000 円、町債が３億 4,980 万円、一般財源７万 7,000 円であります。 

14 款諸支出金、１項１目基金管理費、（１）各種基金積立金 3,357 万 7,000 円の増額補正で

す。はじめに財政調整基金積立金 1,919 万 7,000 円でありますが、特別養護老人ホーム事業特

別会計閉鎖に伴う同事業基金からの繰入れ分が 1,719 万 7,000 円、旧バイオマス燃料化施設の

高温高圧処理機売払い収入が、当初予算 2,500 万円より実際の売り払い金額が 2,700 万円とな

り、増額となった 200 万円を積み立てるものであります。次に体育振興基金積立金８万 9,000

円は、白老陸上競技協会様から４万 9,897 円、白老歩くスキー同好会様から３万 8,177 円の指

定寄附分であります。次に産業振興基金積立金は、基金の統合により廃止する農業振興基金 916

万 9,000 円、商工業振興基金 464 万 8,000 円、水産業振興基金 474 万円、合計 1429 万 1,000

円を新設する産業振興基金に積み立てるものであります。 

次のページ、（２）備荒資金納付金積立事業 5,000 万円の新規計上です。 北海道備荒資金組

合納付金は、災害による減収の補填や災害応急復旧などの費用に充てるための資金を積み立て

るものであります。財源は一般財源であります。以上で歳出の説明を終わらせていただきまし

て、歳入の一般財源の説明をさせていただきます。６ページ、７ページにお戻りください。１

款町税、１項１目固定資産税、滞納繰越分 1,000 万円の増は、当初予算を上回る見込みのため

増額するものであります。４項１目町たばこ税、現年課税分 1,000 万円の増でありますが、当

初予算を回る見込みのため増額するものであります。 

10 ページ、11 ページ、20 款繰入金、９目財政調整基金繰入金 6,404 万 6,000 円の計上です。

繰入分として病院事業会計への追加繰出 9,400 万円、繰戻し分としてコロナ交付事業の財源振

替分 2,995万 4,000円を差し引きしまして、6,404万 6,000円を繰り入れするものであります。 
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21 款繰越金、１目繰越金、前年度繰越金 4,452 万 4,000 円の計上です。歳出総額に対する歳

入不足として計上するものであります。この補正予算によりまして、繰越金の留保額 3,162 万

8,000 円となります。これで事項別明細書の説明を終了させていただきます。 

次に青色表紙の新型コロナウイルス交付金事業の資料を御覧ください。本補正予算を含めて

の令和３年度の新型コロナウイルス対策に係る臨時交付金事業の予算計上状況及び実績見込概

要でございます。本年度３月 31 日までまだ終了しておりませんので実積見込みで資料のほうは

作っております。 

資料 1 ですが、１として交付限度額について、令和３年度につきましては、合計額として国

庫補助事業の地方負担分（コロナ国庫と表記）を合わせて３億 5,314 万 7,000 円となっており

ます。そのうち（４）の令和３年度補正分１億 6,017 万 5,000 円がコロナの交付金で交付され

ました。この１億 6,017 万 5,000 円を活用いたしまして、今説明いたしました、これまで財政

調整基金で繰り入れをしていた一般財源分をコロナの交付金を活用して繰り戻しをしました。

その金額を差し引きいたしまして、最終的に令和４年度として使えるコロナの交付金の金額は

１億 4,300 万円となります。次に２の予算計上状況でありますが、事業件数 35 件、総額２億

3,668 万 3,000 円となっております。その内訳といたしまして地方創生臨時交付金が２億 1,014

万 7,000 円、国・道補助金 1,522 万 7,000 円、一般財源は 1,130 万 9,000 円となります。最終

的に一般財源 1,130 万 9,000 円は財政調整基金が全て繰り戻しされていない状況でして、その

理由はコロナの交付金が補助割れしないようにするため、ある程度先に申請しなければならな

いことから補助割れを防ぐために、ある程度一般財源を使って整理をさせていただいておりま

す。 

資料２の１ページ以降につきましては令和３年度の事業実績ということで記載をさせていた

だきますので説明は省略させていただきます。以上で説明を終わります。 

○議長（松田謙吾君） 議案の説明が終わりました。 

 これより議案第 29 号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松田謙吾君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって議案第 29 号の議案説明を終わります。 

 日程第２、議案第 30 号 令和３年度白老町町立特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算

(第３号)の議案について説明をお願いいたします。 

 下河健康福祉課長。 

○健康福祉課長（下河勇生君） それでは、議 30－１をお開きください。議案第 30 号 令和

３年度白老町町立特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算についてご説明いたします。 

 今回の補正予算は、歳入歳出それぞれ 1,678 万 4,000 円を増額し総額を２億 8,426 万 5,000

円とするものでございます。 

 続きまして、２ページから３ページの「第１表 歳入歳出予算補正」につきましては記載の
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とおりですので説明は省略いたします。「歳入歳出予算事項別明細書」の歳出のほうから説明を

させていただきます。６ページをお開きください。１款総務費、１項施設管理費、１目一般管

理費、（１）特別養護老人ホーム一般事務経費 25 万 9,000 円の減額で、事業費確定に伴う入札

差金等の減額であります。財源は特別養護老人ホーム事業基金繰入金であり歳入も同額を減額

するものであります。次に３款公債費、1 項公債費、３目公債諸費 15 万 4,000 円の減額で繰上

償還に伴う償還利子相当額が国より確定されたことから減額補正するものです。財源は一般会

計繰入金であり歳入も同額を減額するものであります。４款繰出金、1 項繰出金、1 目繰出金 

1,719 万 7,000 円の増額です。特別養護老人ホーム寿幸園の民営化に伴い特別養護老人ホーム

事業基金が廃止されることから、基金残額を全額取り崩し一般会計において活用するため繰出

金として支出するものであります。４ページ歳入につきましては、歳出で説明させていただき

ましたので省略させていただきます。以上で説明を終わります。 

○議長（松田謙吾君） 議案の説明が終わりました。 

 これより議案第 30 号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松田謙吾君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって議案第 30 号の議案説明を終わります。 

 日程第３、議案第 31 号 令和３年度白老町立国民健康保険病院事業会計予算（第６号）の議

案について説明をお願いいたします。 

 村上病院事務長。 

○病院事務長（村上弘光君） それでは、議案第 31 号でございます。令和３年度白老町立国民

健康保険病院事業会計予算〈第６号〉ついてご説明させていただきます。 

 このたび補正予算につきましては内訳として収益的収支の補正予算１件となっております。 

収益的収支の予定額でございます、第１款病院事業収益、既決予定額９憶 3,587 万 4,000 円よ

り 9,400 万円を増額し、総額 10 億 2,987 万 4,000 円とする内容でございます。 

 次に議 31－２、令和３年度白老町国民健康保険病院事業会計補正予算実施計画書は記載のと

おりでございますので説明は省略いたします。 

 次に議 31－３、ここで補正予算の内容についてご説明申し上げます。収益的収入の表を御覧

ください。補正の内容につきましては、一般会計より不良債務の解消を目的として他会計補助

金として 9,400 万円について一般会計からの追加繰出を受ける内容となっております。この不

良債務の発生の内容につきましては主に３点ございまして、１点目は令和２年度に策定した経

営改善計画において地域医療の推進と医業収益改善目的に導入を決めていた地域包括ケア病床

が導入できていないこと。２点目は令和２年度から回復基調にあるものの新型コロナウイルス

感染症影響に伴う患者数の減少が続いていること。３点目は常勤医師の入退職が多かったこと

により医療収益が安定確保に至らなかったことが主な理由でございます。 

 なお、今回の補正予算に伴う令和３年度病院事業会計の一般会計からの繰出金合計額につい
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ては、８日に可決いただいた第５号補正アイヌ政策推進交付金財源振替分 818 万 7,000 円 

と、このたびの追加繰出額 9,400 万円の合計額は１億 218 万 7,000 円が追加繰出合計額となり

年間総額で３億 7,968 万 5,000 円となる内容です。以上で町立病院事業の補正予算説明を終わ

らせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（松田謙吾君） 議案の説明が終わりました。 

 これより議案第 31 号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松田謙吾君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって議案第 31 号の議案説明を終わります。 

 日程第４、議案第 32 号 白老町職員の特殊勤務手当支給条例の一部を改正する条例について

の議案説明をお願いいたします。 

 高尾総務課長。 

○総務課長（高尾利弘君） 議 32－１を御開きください。議案第 32 号 白老町職員の特殊勤

務手当支給条例の一部を改正する条例についてご説明いたします。議案説明でございます。議

32－２をお開きください。保育や幼児教育などの、新型コロナウイルス感染症への対応と少子

高齢化への対応が重なる最前線において働く職員の収入を引き上げることを目的に、国は令和

３年 11 月 19 日に「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」を閣議決定し、官民問わず保

育園等への処遇改善を令和４年２月より行うよう求めたことから、本町においてもはななす保

育園及び放課後児童クラブに勤務する会計年度職員に対し、国が求める３％程度の収入の引上

げを実施するため、本条例の一部を改正するものである。議 32－３をお開きください。新旧対

照表でありますが改正後別表への追加でございます。特殊勤務手当の種類については処遇改善

手当、支給範囲ははまなす保育園又は放課後児童クラブに勤務する会計年度職員でございます。

手当の額は報酬は又は給料の月額に 100 分の３を乗じて得た額としております。議 32－１にお

戻りください。附則でございます。この条例は、公布した日から施行し、令和４年２月１日か

ら適用する。以上で議案の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（松田謙吾君） 議案の説明が終わりました。 

 これより議案第 32 号の議案に関して質疑を許します。特に聞いておく必要のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松田謙吾君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって議案第 32 号の議案説明を終わります。 

                                          

    ◎閉会の宣告 

○議長（松田謙吾君） 以上をもって定例会３月会議の議案説明は全て終了いたしました。 

 これをもちまして議案説明会を終了いたします。 

                              (午後 ３時４８分) 


